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　郎

1． は じめ に 　 パ ー リ 文 法 学 は サ ン ス ク リ ッ ト文 法 学 の 著 作 で あ る Kata−

ntravyak 肛 a ロa （Kat）に依拠す る Kaccayana （Kacc，お よそ 7 世紀） と， その 最初 の 注

釈 で あ る Kaccayanavutti （Kacc −v ） を嚆矢 とす る． その 後 12 世紀 ， ビ ル マ で 学僧

Aggavarpsa が
，
　 Kacc

，
　Kac 。−v と

， それ に 対する Mu   amattadlpanl （Mmd ， お よそ 11

世紀）等 の 注釈 に依拠 し， Kacc に対 する異論 も提示 しつ つ
，
　 Saddaniti（Sadd）とい

う大著を著述 した． また， ほ ぼ 同時期に セ イロ ン 島で は C5ndraVyakaraロa （CV ）に

依拠 した ， MoggallanaVyakarapa （Mogg ） とその 自註 Moggallana−vutti （M ・gg−v）が

著 され た． サ ン ス ク リ ッ ト文法学 は ， paロiniに よ る A 噸 dhyayiを代表 とす るが ，

パ ー リ文法学 は， pat　iniに必 ず し も立脚 して い るわ けで は ない ．従 っ て ，術 語 に

関 して も paniniの 用 い て い る 意味 と異 な っ た もの が 見 られ る場合 が あ る ． 例 え

ば，
一

般 に文法上 の 「性」 を意味す る 1ingaとい う語が
，
　 Kacc

，
　Sadd で は 「語幹」

（pratipadika）の 意味で も用 い られ て い る と指摘 されて い る が ， こ れは Kacc が依拠

した Kat の 影響で あ る と言わ れ る
1）． しか しなが ら， か か る事例 は ご く数例 報告

されて い る に過 ぎず ，
パ ー リ文法学の 術語 に対する研 究は未だ不十分 で ある． そ

こ で 本論で は
一

般 に名詞 ・動詞語尾 と して 理 解 され る vibhatti と
， 単数 ・複 数の

「数」を意味する と理解 され る vacana とい う術語 の Sadd にお け る意味 を考察す る，

2．Vibhattiの 定義　vibhatti とい う用 語 に関 して ，
　Sadd は kammadayo　va 　karake

ekavacanabahuvacanavasena 　vibhajatT 　ti　vibhatti （Sadd　l　5，
4− 5）「また，行為対 象な どの

karakaを単 数 ・複数 に よ っ て分 け離すか ら，　 vibhatti で ある 」；syadayo 　tyadayo 　ca

sadd 巨 vibhattin 巨mak 互 bhavanti．　kammEdivasena 　ekattadivasena 　ca 　vividh 亘bhajiya皿ti　ti

vibhatti （Sadd　641，
　25−26）「si をは じめ とする音 と，

　 tiをは じめ とす る音は ，
　 vibhatti

とい う名前 を持つ もの で あ る． 行為対象な どに よ っ て ， また， 単数性な どに よ っ

て ，様 々 に分 け られ る か ら，vibhatti で あ る」 とい う語源解釈 を行 っ て い る．特に

後者 は Mmd に ほ ぼ 一致 し ， 引用 で ある と思 わ れ る
2）． こ こ で は ，

　 katakaだ けで は
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な くて ， 単数
・
複数 とい っ た 「数」を表示す る こ と も vibhatti の 機能で あ る と理

解 され る ．
一

方， 同時期 に 成立 した Mogg −v は名詞 に 関す る vibhatti を et亘ni　satta

dukani　satta 　vibhattiyo ；vibhago 　vibhattiti 　katva （Mogg −v　2．1）「こ れ ら 7 つ の 2 つ ひ と

組が ， 7 つ の vibhatti で ある． 区分 （vibhaga ）が vibhatti で あ る と考 えて 」 と解釈す

る． こ れ は CV の 文章 をほ ぼそ の ままパ ー リ語 に直した もの で あ る．　 Mogg −v の 解

釈 す る vibhatti とは単数 ・複数 の 要素 に よ り区分 され ない もの で ， 個別具体の 語

尾の ふ た つ ひ と組 の セ ッ ト， ある い は 単 に
t‘
case

”

「格」 と し て 先行研究で は 理解

され て い る 3）．以 上 を踏 まえ ， 両者の vibhatti 概念の 違い を明確にする必要か ら，

本論 で は Mogg −v の よ うな タ イプ の vibhatti を 「語 尾 の 組 」 と訳 し，
　 Sadd の 述べ

る 「数」 に よ り分 けられ る個別具体の vibhatti を 「語尾」 と暫定的に 訳 し分 ける．

3． Sadd にお け る vibhatti の 用例　 それで は Sadd で は ， 全て の vibhatti が個

別具体の 「語尾」と して理 解で きる もの なの で あ ろ うか ． Sadd は 文法要素の 佃数

を問題 にす る場合 が多い が ， そ の よ うな場面 で ， 先述 の 定義に反す る よ うな 「語

尾の 組」 として の vibhatti が 見 られ る場合が ある ．

【例 1】vibhatti　t
’
idha　satt

’
eva ，　tattha　c

’
礁 ha　pavuccare．．．vacanadvayasamyutta 　ekeka 　ta

vibhattiyo （Sadd　60， 3− 14），　 vibhatti とは，こ ［の 学派］で は 7 つ だけであるが，それに対

して 8 つ
4）が言わ れて い る． … vacana の 2 つ ひ と組 を備 えた， ひ とつ ひ とつ が vibhatti

で あ る．

【例 2】 ekavacanabahuvacanak 互hi　sattahi 　atthahi 　va 　namavibhattihi 　cha   avutiy巨 ca　akhyati一

kavacanehi　yojitani　na 　santi，　nayavasena 　pana　santi　yeva （Sadd 】57
，
　3−6）．単数 ・複数 を持 つ

7 つ ある い は 8 つ の 名詞 vibhatti と
，

96 の 動詞に 関する vacana ［ひ とつ ずつ ］と結びつ け

られ た もの とし て ［それ ぞれ の 名詞 ・動詞 は聖典中に は ］存在 しない が ， 匚変化表の］指

針に よっ て 存在する よ り他に ない ．

【例 3】ik巨ren 　eva 　sahitE 　dve　bhavanti　vibhattiyo
，
　satta　dvadasa　hont’　ettha 　vacanani 　ti　lakkhaye

（Sadd　49，
10− 11），　 i音を伴 っ た 2 つ の vibhatti （二 parokkha，　bhavissanの がある． こ の なか

で は
，

7 つ と
，

12 の ［i音 を伴 っ た］vacana がある と考える べ きで ある．

　【例 1】【例 2】で は名詞 に t また， 【例 3】で は動詞 に関す る vibhatti が述べ られ

て い る． この よ うな文脈で の ， vibhatti とい う語 は Mogg −v の 「語尾の 組 」 とい う

意味 に近 似 して い る．す なわ ち ，
Mmd か らの 引用 と思 しき vibhatti の 定義 と，　 Sadd

自身の 用法 との 間には微妙な齟齬 が存在する． さらに こ れ らの 用例 を見 て みる に

vibhatti が 厂語尾 の 組 」で あ っ て ， そ の 下位 区分 の 「語尾 」 にあた る要素 の 数え上

げに は，vacana とい う語が用 い られ て い る． こ の よ うな vacana は ， 文法学上 の 術

語で あ る 「数」にあた る と単純 に は考え難い ．「〜 とい う言葉」とい う程度の ， 術
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語 と して特 に 意味 を持 た な い 語 と して も理解 しうる 5）が， こ の よ うな vacana とい

う語 の 意味 を Sadd の 記述 の み か らこ れ以上判 断す る こ とは難 しい ．

4． 後代の 文献に おける vacana 解釈　 しか し， 14世紀 に成立 した とされ ，

文法要素の 個数の 数え上 げを主眼 の
一

つ とす る Kaceayanabhedaに は， 【例 2】で

見 られる よ うな 「96 の動詞 に関す る vacana 」 とい う用法 を解釈 して い る と思 しき

詩節が 見 られ る． 同書は vibhatti と vacana の 関係 を次の ように述べ て い る．

vibhatti 　jatito　a賃ha　solasa　padato　siyur111atthatalisE 　yogena　tatheva　purisena　cati 〃　（154）

channavuti 　tu　hont’ ete　vacanassa 　pabhedatQ！paropurisabhedena　asitTti　pak5sh蕊〃　（155）

vibhatti とは，類か ら 8 つ
6）， ［attanopada

，
　parassapadaと い う］ pada か ら 16 で あ るべ し．

［mayoga ，　tayoga，　afifiayoga とい う］ yoga に よ っ て 48 で あるべ し．同様 に ，人称 に よ っ て

も ［48 であるべ し］．一方で， これ らは 数 （vacana ）の 区分 に よ っ て 96 となる．後続す

る purisaの 区分に よ っ て 80 と解 き明か され る。

　こ の テ キ ス トは t 直i接に Saddを参照 して い た確実 な根拠 は な く， 【例 2】の よ

うな記述 を直接解釈 して い る と断言する こ とはで きない が ， こ の 詩節で 用い られ

てい る用語の Sadd との 類似性か ら7）
，　 Sadd と類似 する議論を念頭 に置い て い たと

想定で きる 。 もし も Kaccayanabheda の よ うな理解 を Saddが為 して い た の だ とす

る と，vacana とは 「［単数 ・複数 とい う 「数」 と して の ］vacana に区分 され た ［類

として の ］vibhatti」で ある と理解する こ とが で きよう， こ の 解釈が 正 当で あ るか

は と もか く，後代 で 整合 的解釈 の 必 要性 を産ん だ程 度 には vibhatti とい う用 語 の

意味範囲に関す る揺れ が存在 して い た と理解 で きよ う．

1）Renou （1957，
128）；Deokar （2008 ，

164− 169）；Ruiz−Falques （2015 ，
406 −413） を参

照．　 2）Mmd 　70
，
28−71

，
1：vividh 互bh聯 “ti　vibha 贈 ka  adivasena　ca　ekatt互divasena

ca 　vibh5jeti 〃Mmd の vibhatti 解釈 と後代の 理解に 関 して は Ruiz−Falqu6s （2015 ．
　414）を参

照 ．　　 3）こ れ らの vibhatti の 持つ 意味の 差異 と CV
，
　Mogg −v の 関係につ い て は DeQkar

（2008，　177− 181）に指摘 されて い る． また Papiniの 体系に 於い て も vibhakti が 「語尾」 を

示すか，「語尾の 組」を示すか に関 して議論があ り，MahAbhE＄ya で はい ずれ の 立場 も許容

され て い た よ うで あ る．こ れ に 関 して は Shar　La （2012，354−355）を参照，　　 4）一
般

に
， 文法学で は第 8 格を認めず ，

vocative を第 1格の 特別な意味で ある と設定する．　 Sadd

も第 3巻 Suttamalaで はそ の ような理解 に従 うが （Sadd§§576−578；Deokar （2008，
186）参

照 ），第 1巻 Padamalaで は，7 つ の格と 8 つ の格 とい う立場が併記 ・許容 されて お り （Sadd

89
，
12− 15；100，

27参照），両巻の 内容に齟齬が見 られ る．　　 5） Kacc −v で は 特に文法

学上 の術語 と して の 意味を持た ない と思わ れる vacana が複合語後部に位置 して い る場合

が ある． Cf．　Kacc−v 　69：adi　icc　etasm2 　smimvacanassa 　arp 　o 　Edesa　honti　va ；Kacc −v　192：tasma

sakhato 　smimvacanassa 　ekaro 　hoti． こ の よ うな用例 だけか ら，　 Kacc−v で は vacana と い う語
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は vibhatti 「語尾」 と置換 可能な文 法学 上 の 術 語で あ っ た と理解す る の は 困難であるが ，

Saddで は，かか る用例か ら vacana が 「語尾」を表す術語で ある と強引 に解釈 され，実際

に使用 され た可能性 は想定で きる． こ の よ うな
“
case 　ending

”
とい う意味 で理解 しうる

vacana に 関 して は Deokar （2009
，
181− 182）を参照，　　　 6＞vattamana （現在）か ら

kElatipatti（条件法）まで の 動 詞語 尾の 種類．　 Deokar （2008 ，
191−197）を参照．　　　 7）一

人称 を明示する ahatpな どの 語を mayoga ，二 人称 を明示する tvam な どの 語 を
・tayoga，三

人称 を明示する 主格 の 語を afifiayoga と称する ，　 Sadd　26
，
1−4 を参照．　 paropurisaとは 「語

尾」を並べ た 際に，先頭 に起 こる pathamapurisa単数を除い た もの ．　 Sadd・23
，
1 を参照．い

ずれ も Kacc に は 見 られ ない 用 語
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